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第　

回
松
島
町
成
人
式
が
１
月

６４

　

日
に
松
島
ホ
テ
ル
一
の
坊
で
開

１３催
さ
れ
、
1
6
0
人
の
新
成
人
が

が
社
会
の
一
員
と
し
て
、
輝
か
し

い
未
来
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
大
橋
町
長
が
「
松

島
で
生
ま
れ
育
っ
た
事
を
誇
り
と

し
て
、
若
い
力
と
柔
軟
な
発
想
で
、

幸
多
い
人
生
を
築
い
て
く
だ
さ

い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
新
成
人
の

門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
加
藤
真
輝
さ
ん
（
幡
谷
）

と
千
葉
彩
貴
さ
ん
（
下
竹
谷
）
が

新
成
人
を
代
表
し
て
「
愛
を
込
め

て
育
て
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
し
、

成
人
と
し
て
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、

力
強
く
歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と
、

「
は
た
ち
」
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
２
人
か
ら
は
「
学

生
生
活
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
親
孝
行

を
し
て
い
き
ま
す
」、「
い
つ
ま
で

も
お
父
さ
ん
の
子
ど
も
で
す
。
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
、
こ

れ
ま
で
立
派
に
育
て
て
く
れ
た
家

族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
つ
づ
ら

れ
た
手
紙
が
披
露
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
家
族
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
中
学
校
時

代
の
恩
師
が
、
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
共
に
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し

な
が
ら
新
成
人
を
祝
福
。
そ
の
後
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
歌
手

の
八
神
純
子
さ
ん
が
登
場
。「
夢

を
し
っ
か
り
と
抱
き
、
社
会
へ
羽
ば

た
い
て
く
だ
さ
い
」
と
新
成
人
を
激

励
し
、
ヒ
ッ
ト
曲
「
パ
ー
プ
ル
タ
ウ

ン
」な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

輝
か
し
い
未
来
へ
の
第
一
歩
を

  
松
島
町
成
人
式

平成25年

▲式辞を述べる大橋町長

▲大橋町長から記念品を受け取る清
水春樹さん（左）と大谷澪さん（中
央）

▲２０歳の言葉を読む加藤
真輝さん（右）と千葉彩
貴さん（左）

▲サプライズゲストとして
登場した八神純子さん
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松谷省吾さん（松島）

「新成人として、立派に

生きていきたいです」

村田恭子さん（松島）

「笑顔が絶えない美容

師になります」

清水春樹さん（本郷）

「まだまだバスケ頑張

ります」

鈴木園子さん（初原）

「責任感のある大人に

なります」

加藤真輝さん（幡谷）

「社会に貢献できる新

成人となります」

e 橋雪乃さん（幡谷）

「責任を持ち、何事にも

一生懸命取り組みます」

川崎武瑠さん（松島）

「年齢だけでなく、心

も成人になります」

我妻美臣さん（本郷）

「ウェブデザイナーに

なる夢をかなえます」

千葉俊平さん（高城）

「機械エンジニアになり、も

のづくりを発展させます」

松崎あゆみさん（本郷）

「できることをしっかり

とやる大人になります」

八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八
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子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子

八
神
純
子
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復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

　

成
人
式
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス

ト
で
登
場
し
、
ヒ
ッ
ト
曲
な
ど

を
披
露
し
た
八
神
純
子
さ
ん
。

市
町
村
を
訪
ね
る
N
H
K
・
B

S
プ
レ
ミ
ア
ム
の
番
組
「
き
ら

り
！
え
ん
旅
」
の
収
録
が
1
月

　

日
〜　

日
ま
で
本
町
で
行
わ

11

13

れ
、
最
終
日
に
は
松
島
ホ
テ
ル

一
の
坊
で
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
神
さ
ん
は
、
コ
ン
サ
ー
ト

で
か
き
む
き
な
ど
松
島
で
の
ロ

ケ
の
話
を
交
え
な
が
ら
、
約
１

時
間
半
に
わ
た
っ
て
熱
唱
。

「
松
島
町
の
復
興
が
進
ん
で
い

る
の
は
、
み
な
さ
ん
の
努
力
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

収
録
内
容
は
、
１
月　

日
に

３１

放
送
さ
れ
ま
し
た
。

▲約３００人の観客を魅了した八神さん
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映画『じんじん』
完成披露特別試写会を開催

　俳優の大地康雄さんが企画・主演
する、本町をもう一つのロケ地とし
て撮影された映画『じんじん』が完
成し、１月１２日に松島ホテル一の坊
で、完成披露特別試写会が開催され
ました。
　『じんじん』は、「絵本の里」とし
てまちづくりを進める北海道剣淵町
をメインロケ地に昨年撮影され、本
町では昨年６月に撮影。多くの町民
が、エキストラとして参加しました。
大地さんは、人への思いやりや豊か
な感性、言語力や想像力といった、
人が生きていく上で最も大切な力を
絵本が与えてくれるということを熱
演しています。
　また、上映終了後には大地さんが
会場に登場。大地さんは「映画はラ
ストが良くても前半のイントロが非
常に大事。そこを松島町で務めさせ
ていただき、大成功を収めることが
できました。絵本には多くの力が備
わっています。多くの皆さんに、ぜ
ひ見ていただきたい映画です」と話
し、試写会終了時には、鳴り止まな
いほどの拍手で会場は埋め尽くされ
ました。
　『じんじん』は、今年の初夏に松島
町をスタートとして上映開始予定。
笑いあり、涙ありの映画となってい
ます。

　本町は、1月16日をもって交通死

亡事故ゼロ１年間の記録を達成しま

した。

　これまでの１年間の努力に対して

宮城県警察本部長から町へ祝詞が送

られることになり、1月17日に塩釜

警察署の a 橋浩署長から大橋町長に

祝詞が手渡されました。

　大橋町長は「大型車の通行量が増

えており、町民の方々の危険度が増

している。警察や町内の団体の方々

と協力し、この記録をさらに更新さ

せていきたい」と話し、町民一丸と

なって、これまで以上に安心安全な

まちづくりを目指していく決意を新

たにしました。

交通死亡事故ゼロ１年で賛辞

▲試写会に先立ちあいさつ
する大橋町長

▲たくさんの方が会場に足を運びました

▲舞台あいさつをする大地康雄さん

▲エキストラで出演した小澤綾乃さん（高
城）から大地さんに花束が贈呈されました

映画『じんじん』
絵本の里が繋ぐ、

　　心優しい人々の無償の愛。

広大な大地に染みわたる

　　　　　　　　　親子の絆。

公式ホームページ

　http://www.jinjin-movie.com/

▲q 橋署長（右）から大橋町長に祝詞が伝達されました
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▲行進を見守る山崎 修一
団長

▲多くの方々が参加し、新年を祝いました

▲善行者・功労者表彰の謝辞を述べる大山
さん（右）

▲本町の復興状況について大橋町長から話を聞く谷復興副大臣（右）

　年初恒例となっている松島町消防
団出初式が 1月 14日に、松島第一
小学校体育館で開催されました。
　出初式では、江戸時代の火消しの
象徴である 纏 を先頭に、山崎修一団

まとい

長以下約 150 人の団員による行進
が規律正しく勇壮に行われました。
　観閲した大橋町長は「町民の生命
財産を守るため日々奮闘されている
団員の皆さんはもちろんのこと、団
員の方を支えているご家族の皆さま
に改めてお礼申し上げます」と式辞
を述べました。
　式典では、長年にわたる消防活動
への功績が認められた松島町消防団
および団員が表彰され、また、新入
団員による宣誓が行われました。宣
誓は、新入団員 7人を代表して第 1
分団の千葉伸一団員が「住民の安全
を守るため、忠実に消防の義務を遂
行することをここに誓います」と力
強く宣誓しました。

▲火消しの象徴、 纏 振り
まとい

▲整然と行進する団員

▲新入団の宣誓書を山崎 団長に手渡す
千葉団員（第 1分団）（右）

決意を新たに！
松島町消防団出初式

　平成２５年松島町町民新年会が１
月９日に松島ホテル一の坊で行われ、
約２1０人が出席しました。
　新年会では、大橋町長が「迅速な
復興と、創造的かつ持続可能な町の
実現に向けて前進してまいります」
とあいさつ。その後、各分野で功績
のあった方々に大橋町長から表彰状
が贈呈されました。受賞者を代表し
て大山堯さん（磯崎）が「住みよい
まちづくりと地域の発展のために、
今後も誠心誠意頑張っていきたいと
思います」と謝辞を述べました。
　出席した皆さんは、笑顔であいさ
つを交わし、新年の門出を祝ってい
ました。

新年の門出
町民新年会を開催

　谷公一復興副大臣が１月７日に来
庁し、大橋町長が本町の復興状況な
どを説明しました。
　谷副大臣は、町の商工業や観光業
などの復興状況や災害公営住宅など
の進捗状況を確認。町は、復興交付
金を活用した幹線道路の整備、高潮
や雨水排水などの地盤沈下対策につ
いて強く要望し、谷副大臣は「優先
して取り組むべき事業を判断し、成
果を出すために全力で取り組んでい
きたい」と話していました。

谷公一復興副大臣が来松
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■申告相談の際の注意事項
①農業・漁業・営業・不動産等の収入がある方は、収入・経費等の関係書類の整理、金額を計算した上で申告してく
ださい。（収入や経費の関係書類が整理されていない場合や金額の計算がされていない場合は、申告相談に係る時
間が大幅に増え、他のお客さまのご迷惑となりますので、受け付けをお断りする場合があります） 

※収入・経費の整理方法は、町ホームページに掲載していますのでご覧ください。また、ホームページをご覧になれ
ない方は、役場税務班窓口に資料を用意していますのでご利用ください。
②医療費控除を受ける方は、あらかじめその合計額を計算の上、領収書を持参してください。
③社会保険料控除のための領収書（国民健康保険税・介護保険料・国民年金保険料・農業者年金保険料・任意継続保
険等で平成２4年１月１日～１２月３１日までに支払ったもの）は必ずご持参ください。（国民年金保険料について
は、送付された控除証明書を必ず持参してください）
④寄附金控除を受ける方は、寄附した先から発行された領収書を必ずご持参ください。
⑤関係書類の不備で所得額が確認できない場合は、受け付けできません。
⑥職員が申告相談会場に出向いていますので、役場窓口での申告相談等はご遠慮ください。

■申告相談に持参するもののチェック項目
申告相談時に持参いただくもののチェック項目です。適宜ご利用ください。
 【収入の種類に関わらず共通して必要なもの】
□確定申告用紙（税務署より用紙が送付されている方。持参する際は白紙の状態で結構です）
□印鑑（シャチハタ系は除きます）
□源泉徴収票の原本（給与や年金収入がある方）
□生命保険・地震保険の控除証明書、領収書（国民年金・国民健康保険税・介護保険等）
□身体障害者手帳、精神保健障害者手帳、療育手帳等（本人または扶養している方が該当する方）
　（要介護支援の認定を受けている方で、これらの手帳等をお持ちでない方は、町で発行する「障害者控除対象者認定書」）
□申告者本人の口座番号と振込先が確認できるもの（通帳等）（還付申告をされる方）
□医療費に係る領収書（医療費控除を受ける場合）（あらかじめ合計額を計算すること）
□おむつ代について医療費控除を受ける方は、主治医等が発行する証明書（該当する方）
 【農業所得者の方】
□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
□農協取引年次集計表・農協取引年次集計表（品目毎）・平成 24 年分農業所得に係る各種証明書
　（農協と取引がある方）
□平成 24 年中における収入状況がわかる書類（収入明細書等）（農協との取引以外の分）
□家事消費（自宅で消費したものや保有米等）の数量等がわかるもの
□雑収入がわかるもの
□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）
　※経費の項目は町ホームページに掲載しています。また、役場税務班窓口にも用意しています。
 【漁業所得者の方】
□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
□漁協と取引がある方はその書類
□平成 24 年中における収入状況がわかる書類（収入明細書等）（漁協との取引以外の分）
□家事消費（自宅で消費したものや個人的に販売したもの等）の数量等がわかるもの
□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）
　※経費の項目は町ホームページに掲載しています。また、役場税務班窓口にも用意しています。
 【営業所得者の方】
□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
□平成 24 年中における収入（売上）状況がわかる書類（収入明細書等）
□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）
　※経費の項目は町ホームページに掲載しています。また、役場税務班窓口にも用意しています。
 【不動産所得者の方】
□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
□平成 24 年中における収入（賃貸料）状況がわかる書類（収入明細書等）
□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）
　※経費の項目は町ホームページに掲載しています。また、役場税務班窓口にも用意しています。
 【給与・年金所得のみの方で確定申告をする方】
□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
 【住宅借入金等特別控除を受ける方】
□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
□その他、必要書類が多いことから塩釜税務署へお問い合わせください。

※平成２３年分の所得税の確定申告（または更正の請求）にて、災害（東日本大震災等）により被害
を受けたことによる控除（雑損控除）を申告した結果、所得から控除額が引ききれなかった方は、
昨年の申告時等に渡された次の書類を必ずご持参ください。

・確定申告にて雑損控除を申告された方：平成２３年分の所得税の申告書（損失申告用）「第四表」、および平成２３年
分の所得税の申告書（損失申告用）付表「第四表付表」
・更正の請求にて雑損控除を申告された方：平成２３年分所得税の更正通知書

◆問合先　財務課税務班　�３５４－５７０３　
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平成25年度
町民税・県民税申告相談について
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3 月 16 日以後、町での申告受付はできません。 
確定申告の場合は、直接税務署へ申告となります。

※夜間の申告・相談について

夜間の申告・相談は、2月20日（水）、2月27日（水）、

3月 6日（水）、3月 13 日（水）のみ行います。

通常受付日および
休日受付日

午前：９時から１１時まで
午後：13時から 15時まで

申告期間中の
毎週水曜日

夜間：17時から 19時まで

◆受付時間

　広報まつしま１月号でもお知らせしましたが、本年度の申告は松島町中央公民館が大規模改修工事中で使用でき

ないため、松島町勤労青少年ホーム（松島町高城字町７１番地）のＩＴルームにて、下記日程のとおり実施します。 

　申告相談会場の混雑緩和のためにも、地区の割当日における申告相談と、あらかじめご持参いただく書類等の整理、

および計算の上ご来場いただきますようご協力をお願いします。 

　なお、会場となる松島町勤労青少年ホームは、敷地内に駐車できる台数が少ないため、会場付近（片道５分圏内）に

臨時駐車場を設置しますが、可能な限り公共交通機関等をご利用いただき、ご来場いただきますよう、ご理解とご協

力の程よろしくお願いします。（臨時駐車場の位置等につきましては、１８ページをご参照ください） 

　また、塩釜税務署でも、マリンゲート塩釜を会場に確定申告書の作成アドバイスと受け付けを行いますので、ご利

用ください。

2 月
申告相談受付対象地区曜日受付日

漁業者（松島地区）・観光船業者月2.18

漁業者（磯崎地区）火2.19

松島地区（1・2・3・4・5・6）
夜間受付（全行政区対象）

水2.20

松島地区（7・8・9・10・11・12・13）木2.21

手樽行政区の全地区金2.22

手樽行政区の全地区月2.25

磯崎地区（1・2・3・4・5）火2.26

磯崎地区（6・7・8・9・10）
夜間受付（全行政区対象）

水2.27

下竹谷行政区・北小泉行政区の全地区木2.28

3 月
申告相談受付対象地区曜日受付日

上竹谷行政区・根廻行政区の全地区金3.1

全行政区対象日3.3

幡谷行政区の全地区月3.4

幡谷行政区の全地区火3.5

本郷行政区の全地区
夜間受付（全行政区対象）

水3.6

本郷行政区の全地区木3.7

初原行政区・桜渡戸行政区の全地区金3.8

高城地区（西 1・2・高 1・2・3・新 3・4・5）月3.11

高城地区（中・割波・割 2・光陽台・6・新 6）火3.12

高城地区（7・8・9・10）
夜間受付（全行政区対象）

水3.13

全行政区対象木3.14

全行政区対象金3.15

■申告相談会場で申告ができる方
　平成２５年１月１日現在において、松島町に住所を有している方のみとなります。それ以外の方は、平成２５年１月
１日現在において住所を有している市区町村、または所轄の税務署での申告となります。
■申告相談会場で申告相談ができるもの・できないもの
【申告相談会場で申告ができるもの】
平成２４年中（平成２４年１月１日～１２月３１日まで）の確定申告・住民税申告のみ

【申告相談会場で申告ができないもの】 
次の申告を行う場合は、ほかの収入と併せて塩釜税務署（会場：マリンゲート塩釜）で行ってください。  
①青色申告　　②消費税の申告　　　③平成２4年分所得以外（過年分）の申告

■申告相談の際に持参していただくもの
①印鑑（シャチハタ系は除きます）
②源泉徴収票の原本（給与や年金収入がある方）
③支払調書の原本（講師料等の収入がある方）
④収入および経費がわかる書類（収入明細書や領収書、帳簿類等）
⑤所得控除に必要な各種証明書（生命保険、地震保険、社会保険料控除を受けるための証明書）
⑥身体障害者手帳等（本人所持または扶養している方所持）
⑦還付申告をされる方は、申告者本人の口座番号と振込先が確認できるもの（通帳等）
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今
年
の
春
（
４
月
か
ら
６
月
ま

で
）、
宮
城
県
内
に
お
い
て
、
全
国

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
仙
台
・

宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
は
、D

e
stin
a
tio
n

（
目

的
・
行
き
先
）
とC

a
m
p
a
ig
n

（
宣
伝
活
動
）
を
組
み
合
わ
せ
た

造
語
で
、
宮
城
県
・
市
町
村
・
地

域
の
観
光
関
係
者
等
が
、
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
６
社
と
連
携
し
て
、
対
象

地
域
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）

の
観
光
の
取
り
組
み
を
全
国
に
向

け
て
集
中
宣
伝
し
、
多
く
の
お
客

さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、「
笑
顔
咲

く
た
び 
伊
達
な
旅
」
で
す
。
出
会

う
た
び
に
心
の
絆
が
結
ば
れ
て
、

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
旅
。
生
命
が
咲

く
春
に
、
仙
台
・
宮
城
の
美
し
い

風
物
と
豊
か
な
食
に
出
会
う
旅
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
単
独
で
行
う
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
今
回
が
２
度
目
で
、

期
間
中
は
、「
復
興
」「
連
携
」「
創

造
」「
感
謝
」の
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
元
に
、
県
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
春
の
魅
力

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
企
画
を
多

数
用
意
し
、
全
国
の
皆
さ
ま
を
お

迎
え
し
て
い
き
ま
す
。

　

震
災
か
ら
も
う
す
ぐ
２
年
。
そ

の
間
、
国
内
外
の
方
々
か
ら
は
、

た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

松
島
へ
お
越
し
い
た
だ
く
お
客
さ

ま
へ
一
歩
ず
つ
復
興
に
向
け
て
前

進
す
る
松
島
の
今
の
姿
を
見
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
支
援
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
笑
顔
の
お

も
て
な
し
で
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

シリーズ

『
仙
台
・
宮
城　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

①
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
の
紹
介

みなさまのみなさまの「おもてなし」で笑顔の花を咲かせましょう「おもてなし」で笑顔の花を咲かせましょう
●笑顔であいさつ
　松島にお越しいただいた皆さまに明るく笑顔であいさつ
し、歓迎しましょう。
●こころを込めた対応
　松島にお越しいただいた皆さまを気持ちよく迎えるため、
心を込めて対応しましょう。

仙台・宮城観光キャンペーン推進協議会公式サイト

http : //www.senda im iyag idc . jp/

2013  

三陸みやぎ復興市 in 松島
　震災により被災を受けた三陸沿岸地域の

地場産品販売市、パネル展示による復興写

真展、自衛隊救援活動車輌の展示など震災

復興支援の一環として開催します。

・ 日時：２月１３日（水）から１７日（日）の 5日間

　　　10：00 ～ 15：00 まで

・ 場所：松島観光物産館敷地内駐車場

　　　　  （特設テント）

・ 問合先：三陸みやぎ復興市 in 松島実行委 

　　　 　員会事務局

（松島観光物産館　　� 290-7331）
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シリーズ

ふ
る
さ
と

 
松
島 
探 
訪
②

〜
町
内
の
各
行
政
区
を
紹
介
し
ま
す
〜

　

松
島
町
は　

の
行
政
区
で
成
り

１２

立
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
外

に
知
ら
れ
て
い
な
い
特
徴
や
魅
力

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
各
行
政
区
に
つ
い
て
ご

紹
介
す
る
こ
の
シ
リ
ー
ズ
、
第
２

回
目
は
「
磯
崎
」
区
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
松
島
の
身
近
に
あ
る

見
所
や
歴
史
を
再
発
見
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

磯
崎
区
は
松
島
湾
北
岸
に
面
し

て
お
り
、
磯
崎
1
か
ら
磯
崎　

ま
１０

で
の
全　

地
区
で
構
成
さ
れ
て
い

１０

ま
す
。
昭
和
の
後
半
か
ら
の
団
地

造
成
で
世
帯
数
も
増
加
し
、
現
在

も
美
映
の
丘
の
団
地
造
成
も
あ
り
、

区
内
の
世
帯
数
は
少
し
ず
つ
増
え

て
い
ま
す
。

　

磯
崎
区
内
の
見
所
や
地
域
の
皆

さ
ん
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、

永
山
正
典
区
長
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

縄
文
時
代
か
ら
生
活
の
場
所

　

磯
崎
の
西
の
浜
と
長
田
に
ま
た

が
る
台
地
に
は
国
指
定
史
跡
「
西

の
浜
貝
塚
」
が
あ
り
ま
す
。
貝
塚

か
ら
は
た
く
さ
ん
の
出
土
品
が
発

掘
さ
れ
て
お
り
、
縄
文
期
か
ら
奈

良
・
平
安
期
ま
で
の
土
器
を
は
じ

め
、
魚
や
貝
類
、
鹿
や
猪
の
骨
な

ど
食
生
活
に
関
係
す
る
出
土
品
も

数
多
く
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
代
か
ら
人
び
と
は
良
好
な
自

然
環
境
の
も
と
で
、
松
島
湾
の
海

の
幸
と
共
に
、
山
野
で
狩
り
を
行

い
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
こ
と
が

調

査

で

わ

か
っ
て
い
ま

す
の
で
、
当

時
か
ら
生
活

し
や
す
い
地

域
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

り
、
御
塩
場
で
で
き
た
製
品
や
藩

米
が
納
め
ら
れ
、
磯
崎
の
港
か
ら

江
戸
に
送
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

仙
台
藩
の
収
入
に
大
き
く
関
わ
る

機
関
が
磯
崎
に
は
あ
り
ま
し
た
。

磯
崎
の
産
業

　

磯
崎
は
半
農
半
漁
の

暮
ら
し
を
し
て
い
る
世

帯
も
多
く
、
漁
業
は
か
き
養
殖
が

中
心
で
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
夏
の

猛
暑
の
影
響
で
、
多
く
の
か
き
が

死
滅
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
限
ら

れ
た
収
穫
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

磯
崎
漁
業
組
合
が
あ
る
磯
島
で

は
例
年　

月
に
「
松
島
大
漁
か
き

１１

ま
つ
り　

磯
島
」
が
開
催
さ
れ
ま

in

す
。
か
き
の
炭
火
焼
き
な
ど
が
楽

し
め
る
組
合
直
営
の「
か
き
の
里
」

も
人
気
ス
ポ
ッ
ト
な
の
で
、
来

シ
ー
ズ
ン
は
お
い
し
い
か
き
と
共

に
復
活
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
繋
ぐ
神
社

　

磯
崎
区
に
あ
る
稲
荷
神
社
は
磯

崎
の
鎮
守
で
、
昔
か
ら
地
域
の
人

び
と
を
つ
な
ぐ
存
在
で
す
。

　

特
徴
的
な
の
は
、
磯
崎
区
民
の

各
世
帯
が
費
用
を
出
し
合
い
、
神

社
の
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
祭
事
な
ど
で
は
区
の
青
年

会
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
地

域
全
体
で
行
事
を
行
い
ま
す
。

　

毎
年　

月
に
行
わ
れ
る
例
大
祭

10

行政区名：磯崎（いそざき）

面　積：234ha（松島全体面積の 4.3%）

人　口：3,264 人（H25.1.1 現在）

世帯数：1,166 世帯（H25.1.1 現在）

と 
初 

は
つ 

午  
祭 
に

う
ま 
ま
つ
り

は
、
丹
野
別

当
家
の
う
し

ろ
に
あ
る
御

室
に
油
揚
げ

や
魚
、
卵
、

ご
は
ん
な
ど
を
お
供
え
す
る
『 
御 ご

 
前 
上
げ
』
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

ぜ
ん供

物
に
は
必
ず
『
お
手
付
き
』（
お

稲
荷
さ
ん
が
供
物
を
食
べ
た
跡
）

が
翌
朝
残
さ
れ
て
お
り
、
お
手
付

き
が
多
い
と
い
い
年
に
な
る
と
語

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月　

日
に
は 
初  
午  
祭 
が
行
わ

は
つ 

う
ま 
ま
つ
り

１７

れ
ま
す
。

皆
さ
ん
に
参
加
し
て

ほ
し
い
で
す

　

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

磯
崎
は
昔
か
ら
素
晴
ら
し
い
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
団
結
力
の
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
た

地
域
で
す
。
先
輩
方
が
築
い
て
き

た
伝
統
は
大
事
に
受
け
継
い
で
行

き
た
い
で
す
ね
。
最
近
区
内
に

引
っ
越
さ
れ
た
方
々
に
も
、
気
軽

に
区
の
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

伝
統
に
触
れ
、
松
島
の
暮
ら
し
に

慣
れ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

永
山
区
長
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

磯　崎

仙
台
藩
経
済
を
支
え
た
塩
田

　

現
在
の
磯
崎
字
浜
と
高
城
字
浜

（
中
央
公
民
館
周
辺
）
の
地
域
に

は
、
江
戸
時
代
に
仙
台
藩
が
営
ん

で
い
た
「 
御  
塩  
場 
」
と
呼
ば
れ
る

お 

し
お 

ば

塩
田
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
製

塩
作
業
に
は
磯
崎
の
住
民
が
あ

た
っ
て
お
り
、
当
時
の
磯
崎
の
主

立
っ
た
産
業
で
し
た
。

　

磯
崎
に
は
同
じ
く
仙
台
藩
直
営

の
「 
磯  
崎  
御  
倉 
」
と
い
う
倉
も
あ

い
そ 

ざ
き 

お 

く
ら

▲貝塚から出土した
くらしの跡

▲稲荷神社拝殿

▲永山正典
さん
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漁業集落防災機能強化事業（手樽地区） 
【全体事業期間：平成24年度～平成27年度】 
　地盤嵩上げや排水施設、集落道等の生活基盤整備を行い、地域 
水産業と漁業集落の早期復興を推進します。 
 
事業箇所：名籠、早川、銭神 既交付決定事業費 

（調査設計費・用地費等） 

全体事業費 

4億7,740万円 

7億8,226万円 

漁港施設機能強化事業（手樽地区） 
【全体事業期間：平成24年度～平成26年度】 
　漁港施設用地の嵩上げや排水施設、用地舗装等の整備を行い、 
地域水産業の早期復興を推進します。 
 
事業箇所：名籠漁港、古浦漁港、銭神漁港 備蓄倉庫整備事業 

耐震性貯水槽整備事業 
自家発電設備整備事業 
【全体事業期間：平成24年度～平成27年度】 
　手樽地区内の食糧・医療物資の不足や停電、断 
水に備え、備蓄倉庫や耐震性貯水槽、自家発電設 
備を整備します。 
 

既交付決定事業費 
（調査設計費） 

全体事業費 

611万円 

8,861万円 

既交付決定事業費 
（調査設計費） 

全体事業費 

4,664万円 

5億5,403万円 

既交付決定事業費 
（調査設計費） 

全体事業費 

2,310万円 

5億1,810万円 

既交付決定事業費 
（調査設計費） 

全体事業費 

910万円 

1億4,560万円 

復興まちづくりの方向性 
地域の生業を継承する復興まちづくり 

早川 

銭神 名籠 

銭神漁港 

古浦漁港 

名籠漁港 

■備蓄倉庫：２箇所 
（町全域：８箇所） 
 

■耐震性貯水槽：２基 
（町全域：６基） 

■自家発電設備：１基 
（町全域：５基） 

※事業費は町全域の合計値を示す。 

かさ 

かさ 

 シリーズ復興に向かって②  松島町復興交付金事業の概要「手樽地区」 
　松島町では、「松島町震災復興計画」の実現に向け、東日本大震災特別区域法に基づく復興交付金を活用
し、復興まちづくりに必要な基盤整備に取り組んでいます。今月は「手樽地区」内で第1回申請から第4回
申請で交付決定している事業について紹介します。 
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手樽地区復興まちづくり拠点施設整備事業 
【全体事業期間：平成24年度～平成25年度】 
　津波被害のあった手樽地区において、住民の避難所機能ととも 
に、備蓄資機材を備えた施設を整備します。 
 
避難施設：１箇所 

既交付決定事業費 
（調査設計費） 

全体事業費 

283万円 

3,531万円 

手樽地区 
町道手樽富山駅線道路整備事業 
【全体事業期間：平成24年度～平成27年度】 
　手樽早川地区、名籠地区の避難路の整備を図ります。また、 
拠点漁港として計画されている名籠漁港までの道路整備を行い、 
甚大な被害を受けた水産業の復興を図ります。 
 
道路延長：約5,700ｍ 

既交付決定事業費 
（調査設計費・工事費等） 

全体事業費 

15億3,296万円 

17億2,029万円 

手樽柿ノ浦地区避難路整備事業 
【全体事業期間：平成24年度～平成25年度】 
　震災により津波被災を受けた柿ノ浦地区において、早期避難を 
図るため津波避難路の整備を行います。 
 
道路延長：約750ｍ 既交付決定事業費 

（調査設計費・工事費等） 

全体事業費 

2億2,447万円 

2億2,447万円 

松島地区等避難施設整備事業 
【全体事業期間：平成24年度～平成27年度】 
　津波被害のあった手樽地区において、浸水区域外で、住民や観 
光客等が避難できる施設を整備します。 
 
避難施設：３箇所 
（町全域：８箇所） 

既交付決定事業費 
（調査設計費） 

全体事業費 

7,019万円 

9億1,020万円 

※事業費は町全域の合計値を示す。 

事業箇所周辺図 

事業箇所周辺図 事業箇所周辺図 
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松島町内の放射線量測定結果

（　）内は地表からの高さ（ｍ）

測定機器　①簡易型放射線測定器 (PA-1000)　　② GM管式 (MODEL3&MODEL44-9)

単位　マイクロシーベルト（μ Sv/h）　　シーベルトとは、放射線が人体に与える影響を表す単位です。

学校給食測定結果　1 月 21 日 （月）　現在

放射性ヨウ素（Ｉ-131）：不検出　　

放射性セシウム（Cs-134）：不検出　

放射性セシウム（Cs-137）：不検出

水道水測定結果　1月 10日 （木）　現在

　二子屋浄水場（竹谷字鴻ノ谷地）　　

　放射性ヨウ素：不検出　　　放射性セシウム：不検出

浄水場発生土測定結果　1月 10日 （木）　現在

　放射性ヨウ素：不検出　放射性セシウム (Cs-134)：152　放射性

セシウム(Cs-137)：274　※浄水場発生土には、放射性物質が検出

されていますが、水道水については、放射性物質が不検出の状況

となっていますので、安心してご利用ください。

町内産農林産物の放射性物質測定結果　12 月 15 日～ 1月 15日

　コメ

　放射性セシウム (Cs-134)：不検出

　放射性セシウム (Cs-137)：不検出　（単位：B q/kg）

　最新の放射線量測定結果は県のホームページで公開しています。

●問合先　空気中放射線量測定結果：総務課環境防災班　�３５４‐

５７８２　学校給食測定結果：教育課学校教育班　�３５４‐5７１３　水

道水・浄水場発生土測定結果：水道事業所　�３５４‐５７１１　農林

産物放射性物質測定結果：産業観光課農林水産班　�３５４‐５７０７

1 月 21 日（月）現在

②測定値①測定値測定場所

0.102（0.5）0.061（0.5）
松 島 町 役 場

0.122（0.1）0.062（0.1）

0.120（0.5）0.054（0.5）松島第一幼稚園

0.138（0.5）0.065（0.5）松島第二幼稚園

0.132（0.5）0.067（0.5）松島第五幼稚園

0.124（0.5）0.066（0.5）松 島 保 育 所

0.128（0.5）0.064（0.5）高 城 保 育 所

0.148（0.5）0.083（0.5）磯 崎 保 育 所

0.138（0.5）0.068（0.5）高城保育所分園

0.114（0.5）0.045（0.5）松島第一小学校

0.138（0.5）0.068（0.5）松島第二小学校

0.132（0.5）0.067（0.5）松島第五小学校

0.130（0.1）0.058（0.1）松 島 中 学 校

農林畜産物の放射能測定について
　無料で、食品の放射能検査を行います。

●対象者　町内に在住の方

●申込み・問合先　JA仙台松島支店　�３５４‐２１０１

福島吉朗さん（埼玉県比企郡滑川町） 
ありがとうございました

　平成２４年１０月１日から平成２４年１２月３１ 日までの３カ月間

にわたる派遣期間を終えた福島吉朗さんに、大橋町長から辞令と

記念品が贈呈されました。

　福島さんは「松島町の復旧・復興の力になれたことを嬉しく思っ

ています」と、松島で過ごした３カ月間を振り返っていました。
▲職員に見守られるなか、大橋町長から記念品
を受け取る福島さん（右）

松島町への応援職員を紹介します　よろしくお願いします

災害派遣職員

埼玉県滑川町より

水道事業所施設班　主幹

吉田 浩（よしだ ひろし）

派遣期間　平成２５年３月３１日まで

宮城県任期付職員

建設課建設班　主幹

飯塚 英夫（いいづか ひでお）

派遣期間　平成２６年１２月３１日まで

宮城県任期付職員

建設課建設班　主幹

櫻井 憲一（さくらい けんいち）

派遣期間　平成２６年１２月３１日まで

宮城県任期付職員

水道事業所施設班　主幹

鈴木 辰男（すずき たつお）

派遣期間　平成２６年１２月３１日まで
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１月１７日（木）　松島町教育振興基本計画答申書を提出
　松島町教育振興基本計画策定委員会の歌野正一委員長から１月１７

日に、大宮司教育委員長に計画書の答申がありました。

　策定委員会は、保護者や社会教育関係の住民代表や学識経験者から

なり、今後本町が目指す教育の姿や今後１０年間の教育の方向性を示

すものです。平成２５年４月より、本計画に基づいた新たな教育施策

を展開していきます。

１２月２３日（日）　一流のシェフに教わりながら
　第３回家族ふれあい料理教室が松島ホテル一の坊で

開催され、１５ 組の家族が参加しました。

　参加した親子は、松島白菜や卵など松島産の食材を

使ったクラムチャウダーなどをホテルのシェフから教

わりながら作り、松島の食材のおいしさをみんなで堪

能し、クリスマスの楽しいひと時を過ごしていました。

▲シェフと一緒に厨房でカルボナーラを作りました

▲大宮司教育委員長に計画書を答申する歌野委員長（手前右）

１２月１４日（金）　第一小学校で交流会
　グループホーム桜の家とデイサービスセンターやす
らぎの丘桜の家の利用者の方々が松島第一小学校を訪
れ、４年生と交流しました。
　児童たちは、所長から認知症についての講話を聞き、そ
の後、合唱や合奏で訪れた方 を々歓迎。会場では、有意義
な交流会が展開されていました。

▲笑顔が絶えない楽しい交流会が展開されました

１２月２２日（土）　高城少年野球が快挙
　平成２４年度宮城県ジュニア選手権「さよなら大会」
が仙台市民球場で開催され、高城少年野球の子どもた
ちが見事、３位入賞を果たしました。
　６年生にとっては小学校生活最後の公式戦であり、
県内１８４チームが参加した同大会。第３位という素晴
らしい結果に、選手は感激した様子でした。

▲メダルを手に喜ぶ選手たち

１月２１日（月）　未来の公園を描く　松島公園デザインプロジェクト
　早稲田大学の学生が昨年９月から定期的に実施して

いる、松島らしい公園とはどのようなものかを考える

ワークショップが松島第一小学校で開催されました。

　今回のワークショップには、観光業に携わる方々や

小学生の父兄など約３０名が参加。それぞれに理想的な

公園についての意見を出し合い、活発な意見交換が行

なわれました。

▲松島公園の模型を囲みながら、多くの意見が飛び交いました
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本 の 宝 箱 （図書室からのお知らせ）
話題の本　
「ふくわらい」　　　　　　　　　　　　　　　　西　加奈子　著
　マルキ・ド・サドをもじって名づけられた、編集者の鳴木戸定。 

母からもらった福笑い遊びに異様に夢中になった幼い定は、その母の死後、紀行作家の父

とともに世界中を旅しながら成長する。

　旅先での特異な体験で、一風変わった大人になった定は、変わらず周囲の人の顔のパー

ツを頭の中で並び替える癖に興じていた。そんな世間と自分の距離を感じていた定だった

が…。

《　新　　刊　》　

「星月夜」 伊集院　静　著

「確証」　 今野　　敏　著

「岳飛伝一　三霊の章」 北方　謙三　著

「奇縁まんだら　終わり」 瀬戸内寂聴　著

「白ゆき姫殺人事件」 湊　かなえ　著

「せんだい歴史の窓」 菅野　正道　著

「それでも三月は、また」　　  谷川俊太郎・他　著

《　児童書の新刊　》

「よるのようちえん」 中辻　悦子　絵

「うそをついちゃったねずみくん」 上野　紀子　絵

《  図 書 室  》

●平　日　　　　１０：００～１８：００

●土・日・祝日 １０：００～１６：００

●休館日　月曜日、月曜日が祝日の場合は翌日

　　　今月は４日 ･１２日 ･１８日 ･２５日が休館です。

●問合先　勤労青少年ホーム　�３５４‐４０３６

米寿おめでとう（１月の敬老祝い金贈呈者）

◆千葉　英子さん（松島） ◆櫻井　芳子さん（本郷） ◆奈須川末子さん（下竹谷）◆三浦みね子さん（初原）

◆鈴木ちま子さん（高城） ◆伊藤あやをさん（磯崎） ◆大友喜代治さん（幡谷） 

◆赤間　季彦さん（高城）◆鈴木マサヱさん（磯崎） ◆佐々木庄市さん（初原）

◆熊谷つめ子さん（本郷） ◆櫻井まさ子さん（手樽） ◆ a 野　みよさん（初原）
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ようこそ後輩！よろしく先輩！　～小中学習発表交流会の開催～
　１月１１日に松島中学校で、町内の小学６年生１１３人と中学１年生１２８人の学習発表交流会が開催されました。

　７つの教室を会場に行われた発表会では、児童生徒が「総合的な学習の時間」の中で取り組んできた地域学習や体験学習

の成果を発表し合いました。始めはお互い緊張した表情でしたが、内容についてクイズを出し合ったり、感想を言い合った

りする中で徐々にその表情は和らいでいきました。練習の成果を発揮し、原稿を見ないで発表する小学生の姿や、資料・指

示棒を巧みに使い堂々と発表する中学生の姿は互いに刺激になり、これからの学習に活かされるものとなりました。

　また、全体会では「中学校生活のガイダンス」が開かれ、小学生は新しく学ぶ教科や部活動、行事などの話を真剣に聞き、

中学校生活に期待を膨らませていました。

　同発表交流会は、町内で初の取り組み。交流を通じて、小学生は中学校生活に向けた目標や心構えを、中学生は先輩とし

ての自覚を持って、互いの親睦を深めていました。

　町では、小学校から中学校へのスムーズな移行のため、今後も継続的に実施する予定です。

▲先輩・後輩の一足早い交流が行われ
ました

▲指示棒を使って巧みに発表▲「わたしたちの日本三景松島」を
発表する児童たち
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ままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつししししししししししししししままままままままままままままのののののののののののののの相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口口まつしまの相談窓口

募 集募　集

問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり支援班
� 354�5809

多重債務問題、離婚問題、
相続問題など。相談は無
料で秘密厳守します

町　民
１人原則３０分

役場３階
会議室

２月１２日 （火）
１０：００～１７：００

弁護士による無料
法律相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班
� 354�5706

人権擁護について

町　民
勤労青少年
ホーム

２月５日（火）
３月５日（火）
１０：００～１５：００

人権なんでも相談

企画調整課まちづくり支援班
� 354�5809

行政相談について行政相談

産業観光課商工観光班
� 354�5708

消費生活相談について消費生活相談

町民福祉課福祉班
�３５４�５７０６

生活保護に関する相談町　民
役場３階
会議室

2月 7日（木）・21日（木）
１０：００～１５：００

生活保護相談

塩釜市けやき教室
� 364�5141

小中学生を対象にした
不登校に関する電話相
談・学校復帰指導

塩釜市・多賀城市・
松島町・利府町・
七ヶ浜町の小中学
生および保護者

塩釜市
けやき教室

平日　９：００～１５：００不登校電話相談

健康づくり（保健師・栄養士）
� 355�0703

健康に関する相談

町　民
保健福祉
センター
どんぐり

平日　８：３０～１７：００

健康電話相談

子育て支援センター
� 354�6888

育児・子どもの発育・発
達に関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター
� 354�6525

高齢者の介護・生活等に
関する相談

高齢者に関する
電話相談

町民福祉課健康長寿班
健康づくり担当
�３５５�０７０３

こころの問題を抱えた
本人や家族の相談

塩釜保健所管内に
居住する方

２月は、松島町での相談はありません。近
隣の市町村での相談を紹介することもでき
ますので、お問い合わせください。

こころの相談
（予約制）

塩釜保健所
母子障害第二班
� 365�3153

ひきこもりや、思春期
の心の問題を抱えた本
人や家族の相談塩釜保健所

２月２７日（水）
１３：３０～１６：３０

ひきこもり・思春期
こころの相談（予約制）

アルコールや薬物の問題を
抱えた本人や家族の相談

３月２２日（金）
１４：３０～１７：００

アルコール・薬物
相談（予約制）

宮城県精神保健福祉センター
生活支援班
�０２２９�２３-１６１5

ひきこもり等の悩みを持つ方
への関わり方、支援方法等
のグループワークや講義等。
（お茶代等実費負担あり）

県内在住で、ひき
こもり等の悩みを
持つ家族の方

宮城県精神保健
福祉センター
（宮城県精神保健
福祉センター主催）

２月１３日（水）
１３：００～１６：００

青年期（ひきこもり）
家族会（申し込み制）

希望園　� 354�4301未就学児の教育相談未就学児希望園
２月１３日（水）
１0：００～１2：００

ひなたぼっこ
（予約制）

　皆さまからいただいたご意見・ご

提言は、松島町教育振興基本計画

（案）に反映しています。

　また、お寄せいただいたパブリッ

クコメントとご意見・ご提言に対す

る回答は、下記のとおり公表してい

ます。

●公表方法

　①松島町ホームページ上に掲載　

②松島町役場町民の室、勤労青少

年ホーム、中央公民館（手樽交流

センター）、保健福祉センター、松

島町立小中学校に掲示

●問合先

　教育課学校教育班　�３５４-５７１３

松島町教育振興基本計画（素案）

パブリックコメントの

ご協力ありがとうございました

●募集人員　若干名

●募集職種　消防本部業務補助員

●業務内容　庶務事務、統計集計等

●資格要件

　パソコン操作ができる人

●勤務時間　平日　８：３０～１７：１５

●時給　７２０円

●申込方法　２月１５日（金）までに市

販の履歴書に必要事項を記入し、写

真添付の上、消防本部総務課人事

教養係へ直接お申し込みください。

●受付時間　平日　８：３０～１７：００

●採用方法　書類審査・面接

●問合先　塩釜地区消防事務組合

　総務課人事教養係

　�３６１-１６２４

塩釜地区消防事務組合

臨時職員募集

　町民の安全を守る、松島町交通安

全指導隊員を募集します。

松島町交通安全指導員募集
　平成２５年度の奨学金貸与者を募

集します。詳しくは、教育委員会教

育課学校教育班までご連絡ください。

奨学生募集

●活動内容

○街頭指導　毎月５日、１０日、１５日、

２０日、２５日、３０日（平日のみ）

の登校時間、通勤時間に合わせて

実施。また、春・秋の交通安全運

動期間中の街頭指導の実施

○交通安全教室　町内の幼稚園、保

育所、小学校で交通指導および交

通安全教室の実施（春・秋）

○交通指導　

　町内各種お祭り、各種行事等、町

内混雑時の交通指導の実施

●出勤報酬 

　出動した際は、職務の執行に要し

た経費を補うための報酬を支給

●処遇　出動手当、公務災害補償

●問合先

　総務課環境防災班　�３５４-５７８２

●申込受付期間

　２月１日（金）～３月２９日（金）

●問合先

　教育課学校教育班　�３５４-５７１３
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� � 　本年度の確定申告は、勤労青少年

ホーム内のＩＴルームを使用するた

め、２月１４日（木）から３月１７日

（日）までの期間（準備、後片付け期

間含む）は、ＩＴルームのみ一般の

方の利用はできません。ご不便をお

かけしますがご理解とご協力をお願

いします。

●問合先　

　財務課税務班　�３５４-５７０３

　町税などは、便利で忘れない、しか

も安全な口座振替を利用しましょう。

●納期　２月２８日 （木）

●国民健康保険税　１１期

●介護保険料　６期

●後期高齢者医療保険料　８期

●問合先

課税については

税務班　�３５４-５７０３

納付については

特別滞納整理室　�３５４-５９１３

介護保険料については

健康長寿班　�３５５-０６７７

後期高齢者医療保険料については

町民サービス班　�３５４-５７０５

２月の納期限

●日時　

　２月１４日（木）、２月２８日（木）

　１０：００～１２：００

●場所　塩釜保健所

　　　　（塩釜市北浜４- ８-１５）

●問合先　塩釜保健所　�３６３-５５０５

犬・猫引き取り日

●日時　２月 19日（火）、20 日（水）

　19 日（火）　１０：００～１５：００

　20 日（水）　１０：００～１2：００

●場所　役場 3階　大会議室

●相談項目　農地の所有権移転、農

　業者年金、農業経営などについて

●問合先　

　農業委員会　�３５４‐５７０７

農家相談会の開催について勤労青少年ホーム

IT ルームのご利用について

　国民健康保険加入者で平成２５年2

月２日～平成２５年 3月１日までの

間に７０歳になられる方へ、高齢受給

負担割合を記載した国民健康保険者

証を郵送します。

　なお、現在お持ちの被保険者証に

ついては、有効期限が過ぎましたら

各自破棄していただきますようお願

いします。

●発送日　２月 19日 （火）

●問合先　町民福祉課

　町民サービス班　�３５４-５７０５

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

●延長する日数

　平成２６年４月１０日まで

●対象災害　東日本大震災

●対象世帯　宮城県内全域の世帯で

　下記に該当する世帯

１．住宅が全壊した世帯 

２．住宅が大規模半壊した世帯 

３．住宅が半壊し、住宅をやむを得

　　 ず解体した世帯 

４．敷地に被害が生じ、その住宅を

　　 やむを得ず解体した世帯

　詳細は、下記までお問い合わせく

ださい。

●問合先

　町民福祉課福祉班　�３５４-５７０６

被災者生活再建支援金（基礎

支援金）申請期間延長について

　町内でサルの目撃情報がありまし

た。もし、サルに遭遇した場合は次

の点にご注意ください。

・サルの目をじっと見つめない。

・背中を見せて走って逃げない。

・不用意に近づいたり、エサを与え

たりしない。

●問合先　産業観光課農林水産班

　�３５４－５７０７

サル出没！注意報

休日・急患診療のご案内
診療科目受付（診療）時間診療日診療場所

内科昼夜間
日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
松島病院

内科・小児科
  8：45 ～ 11：30
13：00 ～ 16：30
（9：00 ～ 17：00）

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
塩釜地区

休日急患

診療センター
小児科

（15歳まで）

18：30 ～ 21：30

（19：00 ～ 22：00）
土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　松島病院　松島町高城字浜 1-26　� 354�5811

　塩釜地区休日急患診療センター　塩釜市錦町 7-10　� 366�0630

歯科休日診療

�３８９-１７７７多賀城市中央１‐１６‐１７ささき歯科クリニック２月 ３日（日）

�３５５-６８６０松島町高城字町１４７‐６ファミリア歯科２ 月 １０ 日（日）

�３６１-７７２７塩釜市尾島町６‐８大宮歯科クリニック２月 １１ 日 （月・祝）

�３６６-８２４１多賀城市八幡１‐２‐１８なかよしデンタルクリニック２月 １７ 日（日）

�３６６-５３３５塩釜市東玉川町８‐８あべ歯科医院２ 月 ２４ 日（日）

�３６８-５９０４多賀城市東田中２‐３０‐１岩井歯科医院３ 月 ３ 日（日）

　所得税や相続税・贈与税など、税

理士が無料で相談に応じます。

●日時　

　２月２３日（土）　１０：３０～１５：００

●場所　塩竈市生涯学習センター

　『ふれあいエスプ塩竈』

●問合先　東北税理士会塩釜支部

　�７８１-６８７８

税理士による無料税金相談
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　確定申告期間中に限り、勤労青少年ホーム利用者用の臨時駐車場（片道５分圏内）を下記のとおり設置しますの

でご利用ください。

●臨時駐車場駐車可能期間

　確定申告期間中　平成25年２月１８日（月）から３月１５日（金）まで　※左記期間以外の駐車はできません

●臨時駐車場所在地　　　　　

　臨時駐車場①（約６台　駐車可能）：高城字町１１２

　臨時駐車場②（約６台　駐車可能）：高城字町１０７－４、１０７－５

　臨時駐車場③（約６台　駐車可能）：高城字町８５、８６

　臨時駐車場④（約 １２ 台　駐車可能）：高城字町５０－１

●注意事項等

　申告期間中は、臨時駐車場の入口に看板を設置しますので、看板を目印に入出願います。

　なお、臨時駐車場内の事故および盗難等につきましては、一切責任を負いかねますのでご了承願います。

●問合先　財務課税務班　�３５４-５７０３

松島町勤労青少年ホーム　確定申告期間中における臨時駐車場の設置について

　所得税（譲渡所得含む）・消費税および地方消費税・贈与税の確定申告書作成会場を

マリンゲート塩釜３階マリンホール（塩釜市港町１‐４‐１）に開設しています。

●開設期間・時間　２月１日（金）～３月１５日（金）　土・日曜日・祝日を除く　９：００～１６：００

●その他　塩釜税務署内には、確定申告書作成会場を開設していませんので、

　　　　　確定申告書作成会場「マリンゲート塩釜３階マリンホール」をご利用ください。

　申告と納税の期限は、所得税・贈与税は３月１５日（金）まで、消費税および地方消費税は４月１日（月）までです。

　３月に入りますと、会場は毎年混雑となります。申告はお早めに。

●問合先　塩釜税務署　�３６２-２１５１（代表）

　確定申告に関する一般的なご質問は、電話相談センターをご利用ください。自動音声でご案内します。

塩釜税務署からのお知らせ　申告はお早めに

インターネットで確定申告

　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）の「確定申告書作成コーナー」により、所得税・消費税等の確定申告

書は青色申告決算書等が簡単に作成できるほか、ｅ－Ｔａｘへの直接送信も行うことができます。
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　日本の自殺者数は、平成１０年以降１４年連続して３万人を超える高

い水準で推移しており、内閣府では例年自殺者数の最も多い３月を

「自殺対策強化月間」と定めています。

　松島町では、自殺対策の一環としメンタルヘルス（こころの健康づ

くり）のパンフレット（「職場でできる　家庭でできる　あなたのた

めのメンタルス」）を配布しますので、ご自身、ご家族の心の健康づ

くりの参考にしていただければ幸いです。

　生活に支障が出てつらい状態が続く場合は、ひとりで抱えこまず、

専門家や相談窓口に相談してみましょう。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当　�３５５-０７０３

来月３月は自殺対策強化月間です

　来月７５歳になられる方へ、今月中旬以降に後期高齢者医療被保険者証を郵送します。７５歳の誕生日当日より、後

期高齢者医療制度に加入されることになります。現在加入されている医療保険からは脱退することになります。現

在ご使用の被保険者証やその他の認定証（「限度額適用・標準負担額減額認定証」、「特定疾病受療証」）

をお持ちの方は誕生日から使用できなくなりますので、各保険者に返還してください。

　現在加入されている医療保険者から免除証明書の交付を受けている方も、後期高齢者医療の免除証

明書の交付を受ける必要があります。加入（誕生日以降）後に町民サービス班へ申請をしてください。

　保険料については、平成２５年４月中旬に「保険料額決定通知書」を送付予定です。

●問合先　町民福祉課町民サービス班　�３５４-５７０５

後期高齢者医療制度からのお知らせ　－３月に75歳になられる方へ－

　町では、生後２カ月から５歳未満のお子さんに、ヒブワクチ

ン（任意接種）の接種費用を助成しています。

　ヒブワクチン追加接種の時期について、これまで「初回接種

終了後おおむね１年後」とされていましたが、「初回接種終了後

７カ月から１３カ月の間隔」となりましたので、お知らせします。

（平成２４年１１月１４日適用）

　追加接種の対象は、生後１歳未満で接種を開始したお子さん

です。初回接種３回目もしくは２回目が終了後７カ月経ちまし

たら、忘れずに追加接種をお受けください。

※ご不明な点がありましたら、

　下記までお問い合わせください。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　

　健康づくり担当　保健師　�３５５-０７０３

ヒブワクチン追加接種の時期について

　二種混合（ジフテリア・破傷風）ワクチン

の対象者の方で、接種がお済みでない方は、

お早めに接種されますようお願いします。

●対象者　１１歳～１２歳（標準接種年齢１１歳）

※小学校６年生（平成１２年４月２日～平成

１３年４月１日生まれ）の方へ、昨年春に

無料券を送付しています。

●接種期間 平成２５年３月末日まで

※無料券は１３歳になる前まで使えますが、

お早めにお受けください。

※１３歳のお誕生日を迎えると、接種料金が

自己負担になります。

●接種場所　指定医療機関

●持ち物　　母子健康手帳、無料券（予診票

および個人票）※転入の方、無料券を紛失

された方は、お問い合わせください。

※ご不明な点がありましたら、下記までお

問い合わせください。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　

　健康づくり担当　保健師　�３５５-０７０３

小学校６年生

二種混合ワクチンはお済みですか

追加接種
（７カ月～
� �������

１３カ月の間隔）
� ����������

初回接種
（４～８週の間隔）

最初に接種を
受ける年齢

１回３回２カ月以上７カ月未満

１回２回７カ月以上１歳未満

なし１回１歳以上５歳未満

●日時　

　２月１５日 （金）　１０：００～１２：３０
●場所　保健福祉センターどんぐり

●内容

　・日頃の介護についての情報交換

　・介護保険サービス等の情報提供等

●申込み・問合先　　

　町民福祉課健康長寿班　

　松島町地域包括支援センター

　�３５４-６５２５

介護者交流会のお知らせ
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　まだまだ寒さが残り家庭や職場ではストーブ

等の暖房器具を使用する機会が多く、また、空

気が乾燥しちょっとした不注意から火災が発生

しやすくなります。火の取扱には十分注意し、

火の用心を心がけましょう。　

「住宅防火　いのちを守る　７つのポイント」

1．寝たばこは絶対しない。

２．ストーブは、燃えやすいものから離れた位置

で使用する。

３．ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず

火を消す。

４．逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を

設置する。

５．寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐ

ために、防炎品を使用する。

６．火災を小さいうちに消すために、住宅用消火

器等を設置する。

７．お年寄りや身体の不自由な人を守るために、

隣近所の協力体制をつくる。

　消防署では随時、町内会や事業所等を訪れ防

災訓練や防火防災に関する防火座談会を実施し

ています。

　お気軽にお申し込みください。

●問合先　松島消防署　�３５４-４２２６　

　または消防本部予防課指導係　�３６１-１６１６

３月１日（金）から３月７日（木）まで

全国一斉に春の火災予防運動

が実施されます
　大震災から約２年が経過しようとしている中、被災地の
復興支援として、プロのミュージシャンの演奏会を開催し
ます。

●日　時　２月２０日 （水）　19：00 ～ 21：30
●場　所　ホテル松島大観荘
　　　　　１階コンベンションホール・千代の間
●演奏者　ナオミ・グレース、本田富士旺＆ＨｉｓＧＡＮＧ
●入場料　無料（入場にはチケットが必要です）
　　　　　　　※チャリティー募金にご協力ください
●主　催　震災復興支援　音楽の夕べ実行委員会
●チケット配布方法　2月 4日から役場産業観光課商工観
光班で配布しますので、受け取りにお越しください。無
くなり次第終了。

●問合先　産業観光課商工観光班　�３５４-５７０８

第２回震災復興支援　音楽の夕べ in松島

●日　時　２月２６日 （火）　１０：３０～１２：００
●会　場　勤労青少年ホーム　会議室

●検定方法　①回答時間　４５分間

　　　　　　②設問５０問、全問４択問題（番号で解答）

●合格認定等　①４０問以上正解した方を合格とし「認定証」

を授与します　②受験・認定とも無料

●申込締切　２月１９日（火）

●申込方法　氏名（ふりがな）、住所、年齢、性別、電話番

号を明記し、ＦＡＸ、Ｅメールまたは郵送で松島観光協

会までお申し込みください。

　下記および役場産業観光課に申込用紙があります。

●申込み・問合先　（社）  松島観光協会　�３５４‐２６１８　

　FAX ３５４‐６１９６　E-mail info@matsushima-kanko.com

第９回　「松島検定」のお知らせ
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松島　地域活性化プランコンテスト
　全国の学生が松島に集結し、松島を活性化するプランを作成して競い合うコンテストを開催します。

　学生が松島に滞在しながら町の魅力を発見し、松島がより良いまちになっていくためのプランを作成します。それ

ぞれのプランの作成には、地元の皆さんの意見が重要です。学生と一緒に松島について意見交流をしませんか？

　最も優秀なプランを決める発表会にも、ぜひご参加ください。

①意見交流会

内容：学生から見た松島と、地元の皆さんから見た松島の姿についてお互いに意見交流する場です。

日時：２月２２日（金）１４：５０～１７：００

　場所：瑞巌寺陽徳院　※申込み不要　直接会場にお越しください。

②松島地域活性化プラン発表会

内容：審査員や住民の皆さんからの投票で、最も優秀なプランを決定します。

　　　松島を盛り上げようとする学生の熱い思いに、ぜひ１票をお願いします。

日時：２月２３日（土）１４：００～１７：００

場所：瑞巌寺陽徳院　※申込み不要　直接会場にお越しください。

●問合先　M Leaders( エム リーダーズ )　代表　菅原　� 070-5465-1391

　　　　　http://tyouzcs.wix.com/matsushima

主催団体　M Leaders は
どんな団体？

　松島の住民の皆さんと関わり
ながら、松島の地域活性化や魅
力を発信するため、東北大学、
東北学院大学、宮城大学の大学
生・大学院生１０
人 の 有 志 メ ン
バーで構成する
地域活性化団体
です。
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　近年、高齢社会と少子化により家族での介護が困難となってきていることから、高齢者の介護・虐待が大きな問題となっ
ています。原因のひとつには「介護者の心身の疲労」があげられます。介護は長期にわたることも多く、家族だけでがんばっ
ても限界があります。一人で抱え込まないで、社会サービスの利用や専門機関への相談等上手に活用することも大切です。

介護に疲れていませんか？かんばりすぎていませんか？

（被害事例）こんな電話が、かかってきたら、あなたは冷静に「詐欺だ」と判断できますか？

事例１　「警察のものです。あなたの口座が犯罪に使われた形跡があります。捜査のために銀行の通帳と印鑑、

キャッシュカードを預かりたい。すぐに自宅に取りに行く」と電話があり、来た人に暗唱番号も教えて渡し

てしまった。おかしいと気づいた時は通帳から引き落とされた後だった。

事例２　「必ず儲かる」と高配当の投資話を信用し、１２０万円を指定された口座に振り込んだ。その後解約に応じない

ため、金融機関に相談したところ、指定された口座は凍結口座になっていたので詐欺だったと判明した。

事例３　大震災と関連づけた振り込め詐欺もいろいろあります。７０代無職の男性に災害に備える仮設住宅の購入を

勧めるパンフレットが届いた。その後、同業者と名乗る人から「代わりに契約して欲しい。代金の１５％の謝

礼を支払う」と電話があり、仮設住宅１０棟計３， ０００万円を契約。保証金等４５０万円を振り込んだ。さらに保

証金を要求され金融機関の指摘で詐欺だと気付いた。

Ｐｏｉｎｔ　　△まずは慌てず、冷静になって事実確認をしましょう。

　　　　　　　△自分の個人情報は、相手に教えない。

　　　　　　　△相手から教えられた電話番号などには絶対連絡しない。

消費生活相談

　●相談日時　毎週火曜日・木曜日　9：00 ～ 16：30

　　　　　　　（第一火曜日は勤労青少年ホームで相談を受け付けます）

　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　�３５４-５７０８

被害は少なくなっていません。どんどん新しい手口がでてくるた
め多少の知識があっても気付けないケースが増えているからです。消費生活コーナー

≪こんなことが高齢者虐待です≫
「虐待」といっても殴ったり蹴ったりといった暴力行為だけが「虐待」ではありません。

たたく、蹴る、つねる、ベッドに縛り付けるなどの身体を傷つける行為をすること身 体 的 虐 待

怒鳴る、威嚇する、無視するなど、精神的な脅威を与えること心 理 的 虐 待

裸で放置する、性的ないやがらせをするなど性 的 虐 待

年金を取り上げる、年金を自由に使わせないなど経 済 的 虐 待

必要な世話をしない、十分な食事をさせない、不潔なまま放置するなど介 護 放 棄

お互いに自覚がないことも珍しくありません

　高齢者虐待について虐待の自覚をしていない介護者も多く見受けられます。虐待を受けている要介護者も「自分が悪い」と

思ってしまい、問題が表面化しない悪循環に陥る危険もあります。

～介護者の負担を軽くするポイント～

○各種サービスを利用する　　福祉サービスや介護サービスを利用しながら、負担を軽くしましょう。

○介護しやすい環境をつくる　 　介護に適した住宅改修、福祉用具を利用してみましょう。要介護者の行動範囲も広がります。

○介護者同士の輪を広げる　

　保健福祉センターでは定期的に「介護者交流会」を実施しています。

　情報交換だけでなく、悩みの共有が心の負担を軽くしてくれるはずです。

○専門家へ相談する

　地域包括支援センターやケアマネジャーその他専門家に相談することで、適切な指導やアドバイスを受けましょう。

○介護のテクニックを磨く　　教室や勉強会に参加してみましょう。

○介護者の健康を大切にする・息抜きする　　自分自身の食事や健康、休養を大切にしてください。

●問合先　地域包括支援センター　�３５４-６５２５

「自分は絶対大丈夫」ということはあり

ません。「自分の身にも起こるかも知れ

ない」という警戒心を忘れないことが大

事です。新しい手口の情報を知ってお

くことが被害防止につながります。

〈注文をしていないのに商品が送りつけられるトラブルが町内で発生。要注意!!〉
　宅配業者と名乗るものから、「代金引換で、商品が送られてきています。今から届けていいでしょうか。」と、電話があった。注文はし

ていないと断ったが、強引に置いていかれないかと心配だった。

（１）心当たりのない宅配便などが、勝手に送りつけられてきた場合は、受け取りを断りましょう。代金引換宅急便で送りつけられた場合、

販売業者の連絡先等が分からないことが多く、いったん支払ってしまうと、代金を取り戻すのは非常に難しくなります。

（２）一方的に送りつけられたものは、「承諾」の意思を示しておらず契約は成立していないので、商品の受け取りや、代金の支払いの

義務はありません。

（３）電話勧誘の場合、生鮮食料品もクーリング・オフができます。（現金３千円以上の取引）

●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　�３５４-５７０８
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自 衛 官 募 集
平成２４年度自衛官候補生（男子）追加募集

●受付期間　２月１２日（火）まで（締切日必着）　●募集人員　若干名

●応募資格　平成２５年４月現在、１８歳以上２７歳未満の男子（学歴不問）

●試験日　２月１６日（土）、１７日（日）のいずれか１日

●合格発表　２月下旬、細部は受験時にお知らせします。

予備自衛官補　（一般公募）

●資格　７月１日（月）現在、１８歳以上３４歳未満の者

●受付期間　１月９日（水）から４月３日（水）（締切日必着）

●試験日　４月１２日（金）～１５（月）のいずれか１日

●合格発表　５月１７日（金）

予備自衛官補　（技能公募）

●資格　平成２５年７月１日現在、１８歳以上で、保有する国家免許資格等により

　年齢の制限がありますので、詳しくはお問い合わせください。

●受付期間　１月９日（水）～４月３日（水）（締切日必着）

●試験日　４月１２日（金）～１５（月）のいずれか１日

●合格発表　５月１７日（金）

●問合先　

　自衛隊宮城地方協力本部石巻地域事務所　�・FAX ０２２５-８３-６７８９

松島病院　リハビリ科

「リハビリにて機能回復」

軽自動車の名義変更手続きや

車検はお早めに

自動車の登録・検査はお早めに

震災特例旅券に関するお知らせ

　昨年より、スタッフを増員して、

明るい雰囲気で外来リハビリを行っ

ています。対象となる病名や身体の

状態もありますので、リハビリをご

希望の方は、外来を受診し医師にご

相談、もしくはリハビリ科へお尋ね

ください。

●整形外科　

　（午前）月・火・木・金・土

　（午後）月・木　

※曜日により診療時間が変わります。

●内科・リハビリ科

　月～土曜日（土曜日は午前中のみ）

●問合先　

　松島病院　�３５４-５８１１

　自動車の登録や検査の手続き（名

義変更・住所変更・廃車・車検等）

をされる方々はできるだけ早めに、

２月中に済ませていただきますよう

お願いします。

●窓口受付時間　平日　

　８：４５～１２：００　１３：００～１６：００

●問合先　東北運輸局宮城運輸支局

　登録関係　�０５０-５５４０-２０１１

　検査関係　�２３５-２５１３

　車検予約　ＰＣ（www.navi.go.jp/）

　携帯（www.navi.go.jp/m/）

　予約システムヘルプデスク

　�０５７０-０３０-３３０

　毎年３月は名義変更、廃車などの

各種手続きや検査申請が集中し、大

変混雑します。特に週末や中旬以降

に集中するため、長時間お待ちいた

だく場合があります。

　これらの手続きは、2月中に済ま

せるようお願いします。

●窓口の受付時間　

　８：４５～１１：４５　１３：００～１６：００

　（土・日・祝日除く）

●問合先　軽自動車検査協会宮城主

　管事務所　�２８４-１３６８

　震災によりパスポート（旅券）を

紛失・焼失された方に手数料無しで

発行している震災特例旅券の申請期

限が迫っています。

●申請期限　３月２９日 （金）

●対象者　居住する住居等が全壊・

流失・半壊・床上浸水その他これ

らに準ずる損害を受け、有効なパ

スポートを紛失または焼失した方

●問合先　宮城県パスポートセンター

　�２１１-２２７８

英語サロン開催のお知らせ

●日時　

　２月２５日（月）　１０：３０～１２：００

●場所　瑞巌寺　研修室（B1F）

●講師　ケレブ・クック先生

　　　　（Mr. Caleb Cook）

●演題　“From New York to Miyagi”

●内容　中新田中学校のＡＬＴをし

ているニューヨーク市ナイヤック

出身の先生が、故郷のこと、大学

のことなどを英語で話してくれま

す。

●申込み・問合先

　松島善意通訳者の会　事務局

　大浦　� 354-3678

多重債務でお悩みの方へ

　東北財務局では専門の相談員を配

置し、無料で相談に応じています。

●対象　多重債務でお悩みの方

　　　　（自営業者の方も含む）

●受付時間　月～金（祝日、年末年

始を除く） ９：００～１７：４５

●場所　東北財務局 金融監督第三

課 多重債務相談窓口（仙台市青葉

区本町３- ３- １ 仙台合同庁舎４

階）

●問合先　東北財務局金融監督第三課

�２６６-５７０３（直通）
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健康ランド ���

マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
２月４日（月）、１８日（月）、３月４日（月）

　母子健康手帳の交付　受付　９：３０～１１：００

※上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。

　�３５５－０７０３

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
２月６日（水） ハイハイ赤ちゃんセミナー

 （６～７カ月児子育て相談）

 対象：H２４年５月３１日～H２４年８月２日生

 受付　９：３０～９：４５ 

２月１５日（金） 親子よちよちセミナー（１歳児子育て教室）

 対象：H２３年１２月～H２４年２月生

 受付　９：３０～９：４５

２月５日（火） 1 歳６カ月児健診　

 対象：H２３年６月～H２３年７月生

 受付　１２：３０～１２：４５

２月２０日（水） 2 歳児歯っぴー健診

 対象：H２３年１月～３月生

 受付　９：３０～９：４５

２月１日（金） 3 歳６カ月児健診

 対象：H２１年７月～８月生

 受付　１２：３０～１２：４５

シルバー昼食会
２月   ５日（火）・１９日（火）　　あったか～い（どんぐり１班）

２月    １２日（火）・２６日（火）　　あったか～い（どんぐり２班）

２月   ７日（木）・２１日（木）　　あったか～い（どんぐり３班）

２月  ６ 日（水）・２０日（水）　　あったか～い（どんぐり４班）

２月  １ 日（金）・１５日（金）　　あったか～い（品井沼）

２月２８日（木）　　　　　　    あったか～い（ひだまり）

健康づくり事業
２月   ４日（月）　 動  楽 ウォーキング教室

どう らく

２月１４日（木）　いちおし健康塾

２月１８日（月）　ノルディックウォーキング教室

３月   １日（金）　 減る脂 クラブ
ヘ ル シ ー

精神保健事業
２月１３日（水）　かもめの会

健康増進機器利用講習会（保健福祉センターどんぐり）
平日（１人３０分程度）※事前に予約が必要です。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当

　　　　　�３５５－０７０３

♪子育てハッピーライフ♪～第四次松島町母子保健計画⑪～

●かかりやすくなる前に、ワクチンで予防

　生まれて間もない赤ちゃんは、へその緒や母乳を通し

て母親から受け継いだ免疫に守られますが、生後６カ月

くらいまでにはなくなってしまいます。大人に比べて免

疫力が弱い子どもたちは、感染症などの病気にかかりや

すく、重症化することがありますので、ワクチン接種が大

切です。ワクチン接種によって、病気にかかりにくくし、

万が一感染したとしても重症化を防ぐことができます。

●予防接種の受け方のポイント

①ベストのタイミングで接種しましょう

　ワクチンによって、年齢や接種間隔・回数が違います。

最も良い時期に接種できるように接種の計画を立て、十

分に体調を整えて接種しましょう。

②生後２カ月からワクチンデビュー

　特に０歳児のお子さんは、ワクチンの種類が多いです。

髄膜炎の予防に有効な「ヒブ」「小児用肺炎球菌」は、生

後２カ月から接種できますので、接種時期になったら早

めの接種をお勧めします。

③“かかりつけの小児科”を作りましょう

　普段のお子さんの様子を知っているかかりつけの小児

科があると、病気で予防接種が予定通りにいかないとき

や、接種後に体調の変化があった場合なども頼りになり

ます。スケジュールを立てるとき悩むこともあると思い

ますので、かかりつけ医に相談しながら進めましょう。

●町で接種費用を助成している予防接種（平成２４年度）

【定期接種】BCG、４種混合（３種混合・不活化ポリオ）、

　　　　　　麻しん風しん、日本脳炎

【任意接種】ヒブ、小児用肺炎球菌、

　　　　　　子宮頸がん予防ワクチン

　今後、助成対象の予防接種が増える可能性があります

ので、日頃から広報やホームページをご覧いただくよう

お願いします。

『健康の日』のお知らせ
　水中運動は膝や腰などに負担をかけずに、筋力やバランス力を
アップさせます。
　「健康の日」に参加して、ワンランクアップした健康を手に入れま
しょう！

●日　時　２月８日（金）　１０：３０～１１：３０　（１０：００～受付）
●場　所　松島町温水プール　美遊
●内　容　アクアエクササイズ（水中ウォーキング、ストレッチほか）
　　　　　講師：内丸由美子インストラクター
●参加費　５００円（券売機で利用券を購入してください）
　　　　　ただし、６５歳以上の方は３００円（受付でお支払いください）
●持参する物　水着・スイムキャップ・タオル
●申込み　２月７日（木）まで電話でお申し込みください。
●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当 �３５５‐０７０３

３月１日から３月７日は「子ども予防接種週間」です。
ワクチンで防ぐことができる病気から子どもたちを守りましょう！

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当　�３５５‐０７０３



（Ｈ ２5年 1月 1 日現在：住民基本台帳）

（　）は前月比

松島はいつでも面白い。
宮城大学事業構想学部 教授 宮原育子さん

　日本三景松島を訪れる観光客の多くは海岸部に集中

し，滞在時間も短いのが特徴です。私自身は松島に来

るたびに地元の方から面白い取組を紹介され，松島の

別の魅力を発見しています。震災前には、根廻地区の

皆さんが竹林整備の一環として、「竹取物語」というグ

リーン・ツーリズムを企画し，町外から多くの人がタケ

ノコ掘りや竹の伐採に汗を流して，美味しいタケノコ

料理で地元の方と交流しました。松島の竹は、かつて

カキの養殖いかだに使われていたことも説明され，海

と山とがつながっていたことに感動しました。根廻地

区を流れる高城川が人工河川であり明治潜穴とともに、

現在も品井沼の排水に大きな役割を果たしていること

宮原 育子　（みやはら　いくこ）
宮城大学事業構想学部教授。東京都出身。旅行会社勤務など

を経て東京大学大学院博士課程修了。専門は地域交流事業、

地域資源論。宮城大学地域連携センター副センター長も務め

る。松島町まちづくり委員会委員長、同アドバイザ－、松島

町定住促進アドバイザ－、松島町震災復興会議副議長を歴任。

現在、松島町総合計画審議会会長を務める。多方面において

松島町のまちづくりに参画している。山形県高畠町在住。

▲宮原　育子さん
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男 7,362 人（-10）　   人口 15,216 人（-20）
女 7,854 人（-10）　   　  5,510 世帯（+4）

す く す く 
おめでとう おめでとう おめでとう 
1歳 

笑顔がかわいい元気な女の子です�

　町内に在住で、各月１歳のお誕生日を迎える

赤ちゃんを紹介します。

　対象となる世帯へ申し込み案内を送付しま

す。お申し込みをお待ちしています！

●問合先　企画調整課　�３５４－５７０８

平成２４年 2月生まれ

 竹  本 　 詩  乃 ちゃん
たけ もと し の

平成２４年２月１５日生まれ

幡谷

とてもやんちゃで

笑顔が素敵な歩です☆

 大  友 　 歩 くん
おお とも あゆむ

平成２４年２月２２日生まれ

上竹谷

体は小さいけど元気いっぱい。

 鈴  木 　 孝  誠 くん
すず き こう せい

平成２４年２月３日生まれ

高城

誰にでもニコニコ�

パパよりばぁばがすき

 : 
たか

 橋 　
はし

 結  斗 くん
ゆい と

平成２４年２月２０日生まれ

高城

も興味深いことです。また，地元で江戸時代の街道の
詳細な研究を行っている方にいただいた資料からは，
芭蕉が通った道が鮮やかによみがえってきます。
　松島の震災復興計画には、新しい観光の取組のひと
つとして、ジオパーク（大地の公園）が盛り込まれまし
た。ジオパークは，松島の多島海の成り立ちと地震津
波の発生のしくみなどを科学的に理解し，観光と防災
や自然教育に活用する活動です。そして，先にあげた
松島町内の多様な魅力を組み合わせて，地元の方々が
紹介することで来訪者との交流ができます。松島は町
全域がユニークな自然環境や歴史、人びとの暮らしを
学ぶための素晴らしい地域です。今後も町に住む方々
から松島の魅力をどんどん発信していただき，町民と
来訪者の交流が盛んになることを期待しています。
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